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消太をさがそう！ どこかに、このポーズのきゅうじょたいの消太    がかくれています。どこにかくれているかな？

急
活
動
時
の
安
全
性

が
向
上
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
後
方
の
側

面
と
バ
ッ
ク
ド
ア
の

上
方
に
赤
色
灯
が
４

か
所
追
加
さ
れ
、
周

囲
か
ら
の
視
認
性
が

良
く
な
り
、
さ
ら
に
、

車
両
上
部
に
は
新
た

に
対
空
赤
色
点
滅
灯

が
装
備
さ
れ
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
と
の
連
携
活
動
時

に
お
い
て
上
空
か
ら

の
位
置
確
認
が
容
易

に
な
り
ま
し
た
。

　
救
急
自
動
車
に
装
備
さ
れ
て

い
る
救
急
資
器
材
も
一
新
さ
れ
、

Ａ
Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動

器
）
は
心
電
図
の
解
析
か
ら
最

短
７
秒
で
電
気
シ
ョ
ッ
ク
が
行

え
る
、
最
新
の
機
能
を
備
え
た

も
の
で
、
救
命
処
置
に
お
い
て

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
車
両
の
見
学
に
つ
い
て
は
随

時
可
能
で
す
が
、
救
急
自
動
車

は
出
場
回
数
が
多
い
た
め
不
在

の
場
合
が
多
い
こ
と
を
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

佐
倉
消
防
署

☎
０
４
３（
４
８
１
）０
１
１
９

八街消防署消防ポンプ自動車更新
ＣＡＦＳを積載
八街消防署消防ポンプ自動車更新
ＣＡＦＳを積載

佐
倉
消
防
署
高
規
格
救
急
自
動
車
更
新

・・
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・
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・・・・・・・・・・・
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救
急
車
の
適
正
利
用
／

救
急
安
心
電
話
相
談
／

国
際
消
防
救
助
隊
千
葉
県
連
携
訓
練

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
／
風
水
害

対
応
訓
練
／
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
展
／

災
害
発
生
状
況

消
防
協
力
者
表
彰
／
人
事
行
政
運
営
等

の
状
況
／
平
成
29
年
度
救
助
隊
員
養
成

訓
練
を
実
施
／
災
害
発
生
時
の
心
得
／

平
成
28
年
度
決
算
状
況

火
装
置
）の
略
称
に
な
り
ま

す
。Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
は
、消
火
用
の

水
に
特
殊
な
薬
剤
を
混
合
し
、

圧
縮
し
た
空
気
を
用
い
て
泡

状
に
発
砲
さ
せ
る
装
置
で
、

・
水
の
使
用
量
が
少
な
い

・
広
い
面
へ
の
消
火
が
し
や

す
い

・
泡
が
付
着
し
た
個
所
か
ら

離
れ
に
く
い
た
め
再
燃
し

に
く
い

・
空
気
が
混
入
し
て
い
る
た

め
ホ
ー
ス
が
軽
く
、
消
防

隊
員
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

る
・
使
用
す
る
薬
剤
は
、
天
然

成
分
由
来
の
界
面
活
性
剤

の
た
め
人
体
や
環
境
に
や

さ
し
い

な
ど
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
車
両
配
備
に
よ
り
皆

さ
ん
の
生
命
、
身
体
、
財
産

を
守
る
た
め
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
新

し
い
消
防
車
両
の
見
学
は
随

時
可
能
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

八
街
消
防
署

☎
０
４
３（
４
４
０
）０
１
１
９

　
平
成
29
年
11
月
に
八
街

消
防
署
の
消
防
ポ
ン
プ
自

動
車
が
更
新
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
組
合
で
は
、
車
両
更

新
計
画
に
基
づ
き
走
行
距

離
や
購
入
後
の
経
過
年
数

を
考
慮
し
、
皆
さ
ん
の
安

心
・
安
全
に
必
要
な
装
備

を
積
載
し
た
車
両
の
配
備

に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
配
備
さ
れ
た
消
防

ポ
ン
プ
自
動
車
は
、
車
両

室
内
の
天
井
部
分
に
積
載

品
を
収
納
で
き
る
棚
が
設

置
さ
れ
、
車
両
外
周
に
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
作
業
灯
が
装
備

さ
れ
た
こ
と
で
、
よ
り
作

業
し
や
す
い
明
る
さ
を
保

て
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
車
両
後
部
に
は
電
動

式
乗
用
ホ
ー
ス
カ
ー
を
積

載
し
て
お
り
、Ａ
Ｅ
Ｄ
等

の
救
急
資
器
材
の
装
備
も

充
実
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
中
で
も
一
番
の
特
徴
は

Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
を
積
載
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｓ
と
は
、Com

-
pressed A

ir Foam
 

System

（
圧
縮
空
気
泡
消

　
平
成
29
年
10
月
、
佐
倉
消
防

署
の
救
急
自
動
車
が
更
新
さ
れ

ま
し
た
。

　
佐
倉
消
防
署
で
は
、
救
急
出

場
の
増
加
に
伴
い
、
平
成
18
年

４
月
か
ら
第
２
救
急
隊
を
配
備

し
、
救
急
自
動
車
２
台
で
日
々

の
救
急
要
請
に
対
応
し
て
い
ま

す
。
今
回
の
更
新
で
は
こ
の
第

２
救
急
隊
の
車
両
が
対
象
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
救
急
自
動
車

は
、
車
両
側
面
上
部
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ

作
業
灯
が
装
備
さ
れ
、
夜
間
救

対
空
赤
色
点
滅
灯

CAFS装置付ポンプ

※CAFSとは、Compressed Air Foam System
（圧縮空気泡消火装置）

LED作業灯

３月１日～３月７日
「火の用心  ことばを形に  習慣に」

火災予防運動実施中！
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平
成
29
年
11
月
14
日
・
15
日
の

２
日
間
に
渡
り
、
船
橋
市
北
部
清

掃
工
場
旧
工
場
棟
に
て
国
際
消
防

救
助
隊
千
葉
県
連
携
訓
練
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
総
務
省
消
防
庁
が

連
携
強
化
を
図
る
た
め
に
推
進
し

て
い
る
訓
練
で
、
千
葉
県
で
は
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
国
際
消
防
救
助
隊
と
は
、
海
外

で
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
際

に
、
被
災
国
か
ら
の
援
助
要
請
を

受
け
、
救
助
活
動
の
た
め
海
外
へ

派
遣
さ
れ
る
部
隊
で
す
。
国
際
消

防
救
助
隊
登
録
消
防
本
部
の
救
助

隊
か
ら
編
成
さ
れ
、
警
察
、
海
上

保
安
庁
と
い
っ
た
複
数
の
組
織
で
構

成
さ
れ
る
国
際
緊
急
援
助
隊
救
助

チ
ー
ム
の
一
員
と
し
て
被
災
地
に
派

遣
さ
れ
救
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

記
憶
の
新
し
い
と
こ
ろ
で
は
、
平
成

29
年
９
月
に
メ
キ
シ
コ
地
震
災
害
へ

派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
全
国
の
77
消

防
本
部
599
名
の
隊
員
か
ら
編
成
さ

れ
て
お
り
、
千
葉
県
で
は
当
消
防

組
合
の
他
、
千
葉
市
消
防
局
、
市

川
市
消
防
局
、
船
橋
市
消
防
局
、

市
原
市
消
防
局
、
松
戸
市
消
防
局
、

柏
市
消
防
局
の
７
消
防
本
部
の
隊

員
が
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
消
防

組
合
か
ら
は
、
救
助
隊
員
６
名
が

国
際
消
防
救
助
隊
に
登
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
今
回
の
訓
練
は
、
招
集
か
ら
解

散
ま
で
の
派
遣
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

と
、
実
災
害
を
想
定
し
た
ブ
ラ
イ
ン

ド
型
の
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
ブ
ラ

イ
ン
ド
型
訓
練
と
は
、
実
施
者
に

事
前
に
訓
練
の
進
行
や
シ
ナ
リ
オ
を

与
え
な
い
実
践
的
な
訓
練
で
す
。
訓

練
終
了
後
に
は
、
参
加
者
全
員
で

検
証
を
行
い
、
改
善
す
べ
き
点
な
ど

を
話
し
合
い
ま
し
た
。
国
際
消
防

救
助
隊
の
活
動
は
、
治
安
、
言
語
、

気
象
等
日
本
と
は
異
な
る
環
境
で

救
助
活
動
を
行
う
過
酷
な
任
務
の

た
め
、
日
頃
か
ら
訓
練
や
知
識
の

習
得
と
い
っ
た
準
備
は
必
要
不
可

欠
で
す
。
今
後
も
各
隊
員
の
更
な

る
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
や
連
携
強
化
を
図

り
、
部
隊
活
動
能
力
の
向
上
を
目

指
し
ま
す
。

　
消
防
組
合
管
内
の
平
成
29
年
中

の
救
急
出
場
件
数
は
１
万
１
９
９

５
件
で
し
た
。
年
々
救
急
出
場
件

数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
１
日
平
均

32
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

軽
症
と
判
断
さ
れ
た
傷
病
者
は
全

体
の
約
50
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
出
場
件
数
が
多
く
な
れ
ば
、
近

く
の
救
急
隊
が
出
場
し
て
お
り
遠

く
の
救
急
隊
が
出
場
す
る
確
率
が

高
ま
る
た
め
、
救
急
現
場
へ
の
到

着
時
間
が
遅
れ
て
し
ま
い
救
え
る

命
が
救
え
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
緊
急
性
が
な
く
、
自
分
で
病
院

に
行
け
る
場
合
は
、
自
家
用
車
や

タ
ク
シ
ー
等
の
利
用
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
た
だ
し
、
傷
病
者
の
様
子
や
事

故
の
状
況
な
ど
か
ら
、
急
い
で
病

院
へ
連
れ
て
行
っ
た
ほ
う
が
良
い

と
思
っ
た
時
に
は
、
迷
わ
ず
119
番

通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

救
急
車
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
！

救
急
車
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
！

どこの病院に行けば
いいか分からない

優先的に
診てもらえる

交通手段がない

　
千
葉
県
で
は
平
成
29
年
10
月
１
日
よ
り

救
急
安
心
電
話
相
談
を
開
始
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
具
合
が
悪
く
な
り
医
療
機
関
を
受

診
す
る
か
迷
っ
た
と
き
、
も
し
く
は
救
急

車
を
呼
ぶ
か
迷
っ
た
と
き
に
相
談
す
る
も
の

で
す
。

■
電
話
番
号

・
県
内
プ
ッ
シ
ュ
回
線
・
携
帯
電
話
か
ら
の

場
合

＃
７
０
０
９

・
ダ
イ
ヤ
ル
回
線
・Ｉ
Ｐ
電
話
・Ｐ
Ｈ
Ｓ・

銚
子
市
か
ら
の
場
合

☎
０
３（
６
７
３
５
）８
３
０
５

■
相
談
日
時

・
月
曜
日
〜
土
曜
日

午
後
６
時
〜
午
後
11
時

・
日
曜
日
・
祝
日

午
前
９
時
〜
午
後
11
時

　
原
則
と
し
て
看
護
師
が
相
談
に
応
じ
、

必
要
な
場
合
は
医
師
に
転
送
し
ま
す
。
ま

た
、
相
談
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
は
利

用
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

※

あ
く
ま
で
も
電
話
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス

　
で
あ
り
、
診
断
や
治
療
は
出
来
ま
せ
ん
。

救
急
安
心
電
話
相
談
を
ご
存
知
で
す
か
？

救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
は

国
際
消
防
救
助
隊

千
葉
県
連
携
訓
練

国
際
消
防
救
助
隊

千
葉
県
連
携
訓
練

　
総
務
省
消
防
庁
よ
り
、
救

急
車
を
呼
ぶ
か
自
分
で
病
院
を

受
診
す
る
べ
き
か
の
判
断
を
助

け
る
、「
全
国
版
救
急
受
診
ア

プ
リ
」（
愛
称
「
Ｑ
助
」）が
公
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
助
は
、
利
用
無
料
で
個

人
情
報
登
録
が
不
要
な
た
め
、

配
信
サ
ー
ビ
ス
「App Store

」

や
「Google Play

」
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
利
用
で
き
る
ほ
か
、
パ
ソ

コ
ン
で
は
消
防
庁
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

　
急
な
病
気
や
怪
我
を
し
た
時

に
、
該
当
す
る
症
状
を
画
面
上

で
選
択
し
て
い
く
と
緊
急
度
に

応
じ
て
必
要
な
対
応
が
表
示
さ

れ
ま
す
。

　
ま
た
、
判
定
の
結
果
、
救
急

車
を
呼
ぶ
必
要
が
な
い
と
表
示

さ
れ
た
場
合
に
は
、
医
療
機
関

の
検
索
や
受
診
手
段
の
検
索
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
か
ど
う
か
を

迷
っ
た
時
に
役
立
つ
ア
プ
リ
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　
救
急
出
場
件
数
は
年
々
増

加
し
て
い
ま
す
。
一
刻
を
争
う

方
が
優
先
的
に
救
急
車
を
利

用
で
き
る
よ
う
、
不
要
不
急
の

救
急
要
請
を
避
け
、
上
記
の

救
急
安
心
電
話
相
談
と
合
わ

せ
て
こ
れ
ら
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

円
滑
な
消
防
、
救
急
業
務
の
遂

行
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
救
急
車
を
呼
ぶ
と
き
の
番

号
は
「
119
番
」
で
す
。

　
救
え
る
命
を
救
う
た
め
に

は
応
急
手
当
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
通
報
内
容
に
よ
り
、

ち
ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ

ー
か
ら
電
話
で
応
急
手
当
の

指
示
が
あ
り
ま
す
の
で
、
落

ち
着
い
て
指
示
に
従
っ
て
行

動
し
て
く
だ
さ
い
。

応
急
手
当
を
身
に
つ
け
る
に

は
？
　
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
全

国
平
均
で
約
９
分
で
す
。
い
ざ
と

い
う
と
き
に
、
大
切
な
命
を
救
う

た
め
に
も
、
正
し
い
応
急
手
当
を

身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
消
防
組
合
の
各
消
防
署
で
は
、

毎
月
１
回
救
命
講
習
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
消
防
署

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

救
急
受
診
ア
プ
リ「
Ｑ
助
」
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平
成
29
年
６
月
、
指
揮

指
令
課
に
お
い
て
風
水
害
に

備
え
た
「
119
番
通
報
多
数

入
電
時
対
応
訓
練
」
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
過
去
に
発

生
し
た
台
風
な
ど
の
災
害
事

例
を
も
と
に
、
風
水
害
に
よ

る
被
害
が
同
時
に
多
数
発

生
し
た
こ
と
を
想
定
し
た
も

の
で
、
職
員
５
人
が
１
チ
ー

ム
と
な
り
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　
消
防
組
合
管
内
の
119
番

通
報
を
受
信
し
て
い
る
「
ち

ば
消
防
共
同
指
令
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
市
消
防
局
内
）」
で

は
、風
水
害
が
発
生
す
る
と
、

通
報
の
件
数
は
、
24
時
間
で

800
件
（
通
常
時
500
件
程
度
）

を
超
え
る
こ
と
も
あ
り
、
通

報
内
容
に
よ
り
「
人
命
危

険
が
発
生
し
て
い
な
い
」
な

ど
の
災
害
に
つ
い
て
は
、
消

防
組
合
の
指
揮
指
令
課
に
お

い
て
、
出
動
車
両
の
選
別
及

び
運
用
、
消
防
車
両
へ
無
線

等
を
使
用
し
て
情
報
の
伝
達

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
構

成
市
町
・
消
防
団
と
の
情

報
共
有
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
近
年
、
国
内
で
は
台
風
の

み
な
ら
ず
局
地
的
集
中
豪
雨

な
ど
に
よ
る
災
害
が
多
く
発

生
し
、
災
害
規
模
も
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
様
な
災
害
が
発
生
し

た
場
合
に
、
職
員
が
素
早
く

的
確
な
判
断
を
行
え
る
よ
う

に
、
ど
の
よ
う
な
災
害
で
も

「
想
定
外
」
の
災
害
と
捉
え

ず
、
住
民
の
安
心
・
安
全
に

繋
が
る
よ
う
に
、
今
後
も
継

続
し
て
訓
練
を
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

　
火
災
発
生
件
数
は
99

件
で
、
前
年
と
比
較
す

る
と
28
件
増
加
し
ま
し

た
。
構
成
市
町
別
に
み

る
と
、
佐
倉
市
が
49
件

で
15
件
増
加
、
八
街
市

は
39
件
で
12
件
増
加
、

酒
々
井
町
は
11
件
で
１

件
の
増
加
で
し
た
。
過

去
５
年
間
の
平
均
は
95

件
で
、
こ
れ
と
比
較
す

る
と
平
成
29
年
は
例
年

よ
り
も
増
加
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　
火
災
種
別
で
は
、
建

物
火
災
が
50
件
で
最
も

多
く
、
そ
の
他
火
災
32

件
、
林
野
火
災
９
件
、

車
両
火
災
８
件
と
続
い

て
い
ま
す
。
建
物
火
災

の
原
因
別
で
は
、「
こ
ん

ろ
」
に
よ
り
発
生
し
た

火
災
が
６
件
で
最
も
多

く
、次
い
で
「
放
火
（
疑

い
含
む
）」、「
た
き
火
」

が
そ
れ
ぞ
れ
５
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
救
急
出
場
件
数
は
１

万
１
９
９
５
件
で
、
前

年
と
比
較
し
て
222
件
の

増
加
で
あ
り
、
構
成
市

町
別
に
み
る
と
佐
倉
市

が
７
３
７
８
件
で
48
件

の
減
少
、
八
街
市
が
３

６
３
４
件
で
137
件
の
増

加
、
酒
々
井
町
が
983
件

で
133
件
の
増
加
で
す
。

　
事
故
種
別
で
は｢

急
病｣

が
最
も
多
く
７
６
７
５

件
、次
い
で
「
一
般
負
傷
」

１
７
３
４
件
、｢

交
通
事

故｣

が
１
１
８
０
件
で

す
。
　
救
助
出
動
件
数
は
、

167
件
で
前
年
と
比
較
し

て
20
件
の
増
加
で
あ
り
、

構
成
市
町
別
に
み
る
と

佐
倉
市
が
97
件
、
八
街

市
が
51
件
、
酒
々
井
町

が
19
件
で
す
。

■建物 ■林野 ■車両 ■その他火災発生状況
30
25
20
15
10
5
0

佐倉市

66 55

1414

2424

八街市

33 22

1515

1919

酒々井町
11

33

77

■急病 ■一般負傷 ■交通事故 ■その他救急出場状況
5,000
4,500
4,000
3,500
3,000
2,500
2,000
1,500
1,000
500
0 佐倉市

1,1181,118
627627

901901

4,7324,732

八街市

476476 416416 449449

2,2932,293

酒々井町
137137 5656

650650
140140

平
成
29
年
災
害
発
生
状
況

　
　

 　

 

（
平
成
29
年
1
月
〜
12
月
）

平
成
29
年
災
害
発
生
状
況

　
　

 　

 

（
平
成
29
年
1
月
〜
12
月
）

風
水
害
に
備
え
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
!!

風
水
害
に
備
え
訓
練
を

実
施
し
ま
し
た
!!

【
統
一
標
語
】

火
の
用
心　

こ
と
ば
を
形
に　

習
慣
に

　
こ
の
運
動
は
、
火
災

予
防
思
想
の
一
層
の
普
及

を
図
り
、
火
災
の
発
生

を
防
止
し
、
高
齢
者
等

を
中
心
と
す
る
死
者
の

発
生
を
減
少
さ
せ
る
と

と
も
に
、
財
産
の
損
失
を

防
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

住
宅
防
火
い
の
ち
を
守

る
７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
（
３

つ
の
習
慣・４
つ
の
対
策
）

【
命
を
守
る 

３
つ
の
習
慣
】

１ 

寝
た
ば
こ
は
、
絶
対

や
め
る
。

２ 
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え

や
す
い
も
の
か
ら
離
れ

た
位
置
で
使
用
す
る
。

３ 

ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の

そ
ば
を
離
れ
る
と
き

は
、
必
ず
火
を
消
す
。

【
命
を
守
る 

４
つ
の
対
策
】

１ 

逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た

め
に
、
住
宅
用
火
災

警
報
器
を
設
置
す
る
。

２ 

寝
具
、
衣
類
及
び
カ

ー
テ
ン
か
ら
の
火
災

を
防
ぐ
た
め
に
、
防

炎
品
を
使
用
す
る
。

３ 

火
災
を
小
さ
い
う
ち

に
消
す
た
め
に
、
住

宅
用
消
火
器
等
を
設

置
す
る
。

４ 
お
年
寄
り
や
身
体
の

不
自
由
な
人
を
守
る

た
め
に
、
隣
近
所
の

協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
火
災
時
に
適
切
に
作

動
す
る
よ
う
、
設
置
し
た

後
も
適
切
な
維
持
管
理
が

必
要
で
す
。
具
体
的
に
は
、

・
点
検
ボ
タ
ン
を
押
す
・

点
検
ひ
も
を
ひ
っ
ぱ
る
な

ど
、
定
期
的
に
作
動
確

認
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
設
置
か
ら
10
年
以
上
経

過
し
て
い
る
場
合
は
、

本
体
内
部
の
電
子
部
品

が
劣
化
し
て
火
災
を
感

知
し
な
く
な
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
た
め
、
本

体
の
交
換
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。

３
月
１
日
〜
７
日

重
要
！！
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
維
持
管
理

重
要
！！
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
維
持
管
理

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
実
施

　
平
成
29
年
度
の
火
災
予

防
ポ
ス
タ
ー
展
は
、
消
防

組
合
管
内
の
小
学
校
32
校

か
ら
558
点
の
応
募
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
60
点
が
入
賞
し
賞

状
と
賞
品
を
贈
呈
し
ま
し

た
。
ま
た
、
応
募
者
全
員

に
参
加
賞
を
贈
り
ま
し
た
。

ご
応
募
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◆
最
優
秀
賞
（
ポ
ス
タ
ー
作
品
）

佐
倉
市
立
根
郷
小
学
校

　
４
年　
宮
島　
涼
寧
さ
ん

◆
消
防
長
賞

佐
倉
市
立
西
志
津
小
学
校

　
６
年　
伊
藤　
眞
弓
さ
ん

◆
佐
倉
防
火
安
全
協
会
長
賞

八
街
市
立
八
街
東
小
学
校

　
１
年　
目
良　
彩
香
さ
ん

◆
佐
倉
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
寺
崎
小
学
校

　
６
年　
新
井　
秀
理
さ
ん

◆
志
津
消
防
署
長
賞

佐
倉
市
立
青
菅
小
学
校

　
６
年　
浅
野　
悠
人
さ
ん

◆
八
街
消
防
署
長
賞

八
街
市
立
実
住
小
学
校

　
５
年　
平
野　
莉
音
さ
ん

◆
酒
々
井
消
防
署
長
賞

酒
々
井
町
立
酒
々
井
小
学
校

　
３
年　
髙
見
澤　
佑
菜
さ
ん

　
　
以
上
が
特
別
賞
７
名
の
皆
さ
ん
で

す
。
こ
の
他
に
優
秀
賞
が
８
点
、
入
選

が
45
点
あ
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

平
成
29
年
度

火
災
予
防

  

ポ
ス
タ
ー
展

平
成
29
年
度

火
災
予
防

  

ポ
ス
タ
ー
展

最
優
秀
賞
の
作
品
に
よ
る

平
成
29
年
度
火
災
予
防
ポ
ス
タ
ー
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ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

ご
協
力

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す

　

消
防
活
動
に
ご
協

力
い
た
だ
い
た
方
に
、

消
防
組
合
か
ら
感
謝

状
を
贈
り
ま
し
た
の

で
、ご
紹
介
し
ま
す
。

消
防
協
力
者
表
彰

八
街
消
防
署
長
表
彰

【
平
成
29
年
５
月
23
日
、

八
街
市
八
街
は
で
発
生

し
た
そ
の
他
火
災
に
お

け
る
消
火
協
力
】

※
写
真
右
か
ら

浅
野　
恵
美
さ
ん

安
藤　
和
江
さ
ん

吉
川　
隆
子
さ
ん

幸
島　
亜
以
さ
ん

平
成
29
年
度

救
助
隊
員
養
成
訓
練
を
実
施
！

平
成
29
年
度

救
助
隊
員
養
成
訓
練
を
実
施
！

む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、落
ち
着
い
た
行
動
を

む
や
み
に
移
動
を
開
始
せ
ず
、落
ち
着
い
た
行
動
を

　
消
防
組
合
で
は
、
平
成
29

年
11
月
１
日
か
ら
平
成
30
年

２
月
初
旬
ま
で
の
約
３
か
月

間
、
救
助
隊
員
の
養
成
訓
練

が
行
わ
れ
、
９
人
の
職
員
が

訓
練
に
挑
み
ま
し
た
。

　
消
防
隊
は
、
主
に
火
災
現

場
で
消
火
活
動
を
行
う
の
に

対
し
、
救
助
隊
は
、
様
々
な

技
術
及
び
資
器
材
を
駆
使

し
、
災
害
現
場
か
ら
人
を
助

け
出
す
人
命
救
助
の
ス
ペ
シ

ャ
リ
ス
ト
で
す
。
救
助
隊
員

に
な
る
た
め
に
は
、
強
靭
な

体
力
と
忍
耐
力
、
高
度
な
技

術
及
び
幅
広
い
知
識
が
必
要

で
す
。

　
近
年
に
お
い
て
は
、
東
日

本
大
震
災
を
は
じ
め
と
す
る

甚
大
な
自
然
災
害
に
加
え
、

高
層
ビ
ル
や
大
規
模
な
建
物

火
災
、
そ
し
て
発
生
が
懸
念

さ
れ
る※

Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
な
ど
、

災
害
現
場
は
よ
り
複
雑
多
様

　
大
規
模
な
災
害
が
発
生
す

る
と
、
公
共
交
通
機
関
が
運

行
を
停
止
し
、
帰
宅
が
困
難

に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
　
多
く
の
人
が
一
斉
に
帰
宅

を
始
め
る
と
、
火
災
や
建
物

か
ら
の
落
下
物
な
ど
に
よ
り

負
傷
す
る
恐
れ
が
あ
り
危
険

で
あ
る
ほ
か
、
救
助
・
救
急

活
動
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。

【
む
や
み
に
移
動
を
開
始
し

な
い
】

○
身
の
安
全
を
確
保
し
、
職

場
や
集
客
施
設
等
の
安
全

な
場
所
に
と
ど
ま
ろ
う
。

○
災
害
用
伝
言
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
、

家
族
の
安
否
な
ど
を
確
か
め
よ
う
。

○
交
通
情
報
や
被
害
情
報
な
ど
を

入
手
し
よ
う
。

【
日
ご
ろ
か
ら
準
備
し
て
お
き
た
い

こ
と
】

○
携
帯
ラ
ジ
オ
や
地
図
を
持
ち
歩

こ
う
。

○
ス
ニ
ー
カ
ー
や
懐
中
電
灯
、
手

袋
、
飲
料
水
や
食
料
な
ど
を
用

意
し
よ
う
。

○
家
族
な
ど
と
安
否
確
認
の
方
法
、

集
合
場
所
、
帰
宅
経
路
の
状
況

を
確
認
し
て
お
こ
う
。

化
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
人
命
救
助
に
対
す
る
皆

さ
ん
の
期
待
は
よ
り
一
層
高
ま
っ

て
き
て
い
ま
す
。

　
今
回
、
厳
し
い
訓
練
に
合
格
し

た
職
員
は
、
正
式
に
救
助
隊
員
と

し
て
任
命
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後

も
厳
し
い
訓
練
が
待
ち
受
け
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
人
命
救
助
を
必
要
と
す

る
現
場
で
活
躍
で
き
る
一
人
前
の

救
助
隊
員
を
育
て
て
い
く
た
め
、

経
験
豊
富
な
救
助
隊
員
が
、
指
導

し
て
い
き
ま
す
。

※

Ｎ
Ｂ
Ｃ
災
害
と
は
、核（N

uclear

）、生
物

（Biological

）、化
学
物
質（Chem
ical

）

に
関
連
し
た
災
害
の
こ
と
で
す
。

平成28年度決算状況

　佐倉市八街市酒々井町消防組合の職員の任用、服務や勤務条件などの人事行政の運営等の状況及び、職員の給与・定員管理の状況等を管内住民の皆さんにご理解いただくため、次のとおり
公表します。　詳しくは、消防本部総務課 1043（481）1190へ                                               

人事行政運営等の状況

7. 職員の研修の状況（平成28年度）
　職員の消防業務等に関する基礎研修及び専門研修として、消防大学校、千葉県消防学校、救急振興財団等の救
急救命士研修及び千葉県自治研修センター等の各種研修機関等を利用し、階層別、職務別研修等を実施している。
　また、消防組合独自の職員研修として、人事評価者研修等を実施している。
　更に、全職員を対象とした安全運転講習及び職員の一般教養に関する研修会等を実施し、職員の消防、その他
の分野における能力アップを目的とした研修等も実施している。
 

8. 職員の福祉及び利益の保護の状況（平成28年度）
（1）職員の安全と健康に関する事業について

　安全責任者及び産業医、衛生管理者等を選任するとともに、安全関係者会議及び衛生委員会を開催して職
員の安全と健康の確保、職場環境の改善を図っている。また、職員の健康管理状態を把握し、健康障害や疾病
の早期発見を行うための定期健康診断や産業医による職場巡視・健康相談等を実施している。その他、災害現
場での感染症予防のため、Ｂ型肝炎･破傷風等の予防接種を実施している。

（2）公務災害の発生状況について　認定件数　2件
（3）佐倉市八街市酒々井町消防組合職員共済会による福利厚生事業について

職員共済会への助成金は平成27年度より廃止                        
（4）千葉県市町村職員共済組合による福利厚生事業について

概　　要：共済組合負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：出産費支給等保健事業、年金事務、各種福祉事業を実施している。

（5）千葉県市町村職員互助会による福利厚生事業について
概　　要：互助会負担金（給料額に定められた割合を乗じた金額）
事業内容：千葉県市町村職員共済組合事業の補完的事業を実施している。

9. 千葉県市町村公平委員会の業務の状況（平成28年度）
（1）勤務条件に関する措置要求の状況　　　　該当なし
（2）不利益処分に関する不服申立ての状況　　該当なし

3. 職員の勤務時間その他の勤務条件の状況
◎勤務時間の状況について（平成29年4月1日現在）

終了時刻
17：15

8：30（翌日）

開始時刻
8：30

8：30

毎日勤務職員

隔日勤務職員

休憩時間
12：00～13：00
12：00～13：00
17：15～18：15
20：00～6：00（翌日）
＊内6時間30分

休息時間

15：00～15：15
（翌日）7：00～7：15

1. 職員の任免及び職員数に関する状況

退職者数
9人 （採用者数は平成28年度分、

 退職者数は平成27年度分）

◎採用・退職者数について
採用者数
10人

◎職員数の状況について
（各年4月1日現在）
※構成市併任職員3人を除く。

平成28年
372人

平成29年
372人

2. 職員の給与の状況
◎職員の平均給与月額等について

職　種

消　防 42歳9月

平均年齢
453,838円 336,800円

給　料 諸手当
平均給与
月　　額 平均年齢 給　料 諸手当

平成28年4月1日現在 平成29年4月1日現在

117,038円 43歳0月 458,247円 338,500円 119,747円

平均給与
月　　額

（注）給与月額とは、月々支給される給料（基本給）と諸手当（期末手当、勤勉手当及び退職手当を除くすべての手当）の
　　合計をいいます。

0

5. 職員の分限及び懲戒処分の状況

免　職
0

降　任
0

休　職
3

降　給
0

（注）「分限処分」とは、職員が職務を十分に果たし得ない
　　ことについて行う処分です。

◎職員の分限処分の状況について（平成28年度）
減　給
0

戒　告
0

停　職
0

免　職

（注）「懲戒処分」とは、職員の一定の義務違反に対する責任
　　を問う処分です。

◎職員の懲戒処分の状況について（平成28年度）

6. 職員の服務の状況

取得率
27.2％

◎年次有給休暇の状況について（平成28年度）
平均使用日数
12.1

4. 職員の休業の状況

女性職員
4人

◎育児休暇の状況について（平成28年度）
男性職員
0人

（4）構成市町別分担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：円）

（1）歳入

歳入合計

3,999,151,671
2,986,670
19,742,000
8,441,000
966,468

0
47,936,000
4,015,200

179,171,882
212,500,000
4,474,910,891

89.4
0.1
0.4
0.2
0.0
0.0
1.1
0.1
4.0
4.7

100.0

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

分担金及び負担金
使用料及び手数料
国庫支出金
県支出金
財産収入
寄附金
繰入金
繰越金
諸収入
組合債

区　分 決算額（円） 構成比（％）

佐　倉　市
八　街　市
酒々井町
合　　計

2,461,237,052
1,111,605,466
426,309,153
3,999,151,671

区分市町村 合　計
2,215,399,000
1,044,395,000
399,834,000
3,659,628,000

常備消防費分担金
244,285,351
66,477,987
26,194,733
336,958,071

長期債償還分担金
1,552,701
732,479
280,420
2,565,600

庁舎建設費負担金

（3）性質別歳出決算額

歳出合計

3,350,105,722
221,781,034
5,824,226

242,704,729
336,958,071
256,474,468
39,484,000
216,990,468

952,000
4,414,800,250

75.9
5.0
0.2
5.5
7.6
5.8
0.9
4.9
0.0

100.0

人件費
物件費
維持補修費
補助費等
公債費
普通建設事業費
 （1）補助事業費
 （2）単独事業費
積立金

区　分 決算額（円） 構成比（％）
（2）歳出

歳出合計

1,163,051
1,474,342

4,075,204,786
336,958,071

0
4,414,800,250

0.0
0.1
92.3
7.6
0.0

100.0

1
2
3
4
5

議会費
総務費
消防費
公債費
予備費

区　分 決算額（円） 構成比（％）

災
害
発
生
時
の
心
得

災
害
発
生
時
の
心
得
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